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阪神地区私立大学教職課程研究連絡協議会 

2010 年度第 7 回（通算 231 回）幹事校会記録 
 
日時：2011 年 5 月 11 日（水） 10：47～12：15 
場所：大阪工業大学大宮キャンパス １号館２階 多目的室３ 
出席（13 大学 20 名）： 

追手門学院大学（井ノ口淳三） 
大阪音楽大学（大前哲彦） 
大阪経済大学（樋口太郎） 
大阪工業大学（酒井恵子、疋田祥人、山口洋之、西川泰行、半田 孝） 
大阪産業大学（木村忠雄、山田全紀、瀬島順一郎） 
大阪電気通信大学（  川地亜弥子） 
関西大学（玉田勝郎、原 徹） 
関西学院大学（冨江英俊） 

  神戸国際大学（山本克典） 
  神戸女子短期大学（山下功晃） 
  四天王寺大学（八木成和） 
  姫路獨協大学（中嶋佐恵子） 
  桃山学院大学（野尻 亘） 
司会：西川泰行 
記録：山本克典 
 
議事 
（１）2010 年度第６回幹事校会記録の確認について 

つぎの１点の訂正がなされたのち、承認された。 
  6.「阪神教協教職課程データベース（平成 22 年度版）」の作成について 

・7 行目： ○誤 それ例外 → ○正 それ以外 

 
（２）全私教協研究大会および阪神地区分科会の運営について 

①全私教協研究大会の運営について 
○大会会場校の冨江英俊氏から以下の報告があった。 

    ・大会準備は概ね順調に進んでいる。  
    ・現在のところ、総会参加予定者は 114 名、委任状提出大学は 117 大学・短大、

研究大会参加予定者は 555 名、情報交換会参加予定者は 221 名となっている。 
    ・初日の午後も、受付補助を阪神教協からお願いしたい。 
     審議の結果、以下のとおり決定した。 
     ［受付補助］午前に引き続き、酒井恵子氏・疋田祥人氏・樋口太郎氏にお願い
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する。 
    ・阪神教協から研究大会への援助金を、有効に利用させていただく。 
     審議の結果、本日の阪神教協定期総会で贈呈式を行うこととした。 

○東日本大震災への追悼のため黙祷を捧げてはどうかという意見があり、総会の中

で行うよう全私教協と相談することとなった。  
②阪神地区分科会の運営について 

酒井恵子事務局長から以下の報告があった。 
   ○分科会の進め方の案 

・発表者が 25 分発表した後 5 分間の質疑を行う。 
・各報告者の発表が終わった後、討論の最初に野田彰子氏（大阪府社会福祉協議

会）から指定討論者としてコメントをいただく。 
・分科会前半の司会を杉浦 健氏（近畿大学）、後半を疋田祥人氏にお願いする。 

    審議の結果、了承された。 
   ○野田彰子氏から、組織からの出張なので交通費を辞退するという連絡があった。 

   受取が可能になる名目に変更できるか、野田氏にうかがうこととした。 
 
（３）2011 年度定期総会および第１回課題研究会の運営について 

①2011 年度定期総会の運営について 
○酒井恵子事務局長から以下の報告および提案があった。 

・定期総会の議長を中嶋佐恵子氏にお願いすることとした。なお、もう１名の議

長については、例年通り出席者の中から個別に依頼することとした。 
・水谷 勇会計監査委員（神戸学院大学）の到着が遅れる可能性があり、その際

はもう一人の会計監査委員である池上 徹氏（関西福祉科学大学）と同じ大学

である伊藤一雄氏（関西福祉科学大学）に監査報告の代理をお願いしたい。 
    審議の結果、了承された。 

・次年度の会計監査を池上 徹氏と多畑寿城氏（神戸女子大学）にお願いしたい。  
    審議の結果、了承された。 

・阪神教協の役員として「事務局次長・会計」を設けたい。疋田祥人事務局次長

から、口座を作るときに会計代表者が必要であるためとの追加説明があった。 
    審議の結果、了承された。 

・活動方針および事業計画、2011 年度予算については、前回の幹事校会で了承さ

れた通り。 
○会則改正について、総会案内の際にお知らせすべきではないかという意見があっ

た。今回は、議事が始まる前に議長から出席者に連絡して、了解を求めることと

した。 
○前回の幹事校会で、会費の金額について議論があった。総会で、「会費の金額につ

いて幹事校会で時間をかけて検討中」と報告してはどうかとの提案があり、了承

された。 
  ②第１回課題研究会の運営について 

○酒井恵子事務局長から以下の報告および要請があった。 
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・趣旨説明を酒井恵子事務局長から行い、その後、司会者にバトンタッチ。なお、

司会者および記録者は前回の幹事校会の決定通り。 
・阪神教協リポートへの執筆を、山田全紀氏から各報告者に対して依頼する。 

 
（４）阪神教協リポートについて 

山田全紀氏から現状報告があった。大震災の影響もあったが、現在、ほとんどの執筆

者から初校が返ってきており、近日中に発刊できる見通しとのこと。 
 
 
（５）『阪神教協データベース（平成 22 年版）』について 

○酒井恵子事務局長から以下の報告があった。  
 ・本日がアンケート回答の締め切り。かなり多くの会員校から回答があった。 

   ・入力はアルバイト学生に依頼する。 
守秘義務に気をつけるよう要請があり、アルバイトへの指導は事務局に一任する

こととした。 
 
（６）幹事校会名簿およびメーリングリストの更新について 

○疋田祥人事務局次長から、幹事校会メーリングリストのサーバーを大阪電気通信大

学から nifty に変更する旨、報告があった。また、メーリングリストの登録者を確

認するよう要請があった。確認が完了した段階で、大阪電気通信大学のメーリング

リスト・サーバーを閉鎖するとのこと。 
 
（７）今後の記録担当について 

○酒井恵子事務局長から、７月の幹事校会の記録担当者は出席者の状況を鑑みてお願

する旨、要請があった。 
 
（８）その他 

○川地亜弥子氏より、昨年 12 月に行われた教職大学院協会シンポジウムで配布され

た鈴木 寛氏（文部科学副大臣）の資料の提供があった。より詳しい資料は、中教

審の HP に掲載されているとのこと。 
○次回の幹事校会は、７月６日（水）14 時～ 

   記録を八木成和氏（四天王寺大学）にお願いすることとした。 
以上 


